
 

 

 

 

 

 

 

 

 

―福生市環境基本計画に基づく事業報告― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



はじめに 
 

昨今、不安定な社会情勢の影響により、原油・天然ガスの価格が高騰し、国内経

済や家庭生活に大きな影響を及ぼしています。他国と比べてエネルギー消費が大き

いにも関わらず、エネルギー資源の約９割を海外からの輸入に頼っており、この度の

電力供給への影響を目の当たりにすると、改めて日本のエネルギー自給率が低いこ

とを認識させられます。 

資源の乏しい日本においては、2050 年を目標に脱炭素、カーボンニュートラルを達

成するためにも、化石燃料から再生可能エネルギーへの転換が必要となりますが、

費用の問題等、導入促進のためには課題も多いことから、並行して更なる省エネル

ギーを進めることが大切になります。 

福生市では、市役所の業務で排出される温室効果ガスの状況を把握し、効率的、

効果的に削減を進めるため、平成 20 年度より環境マネジメントシステムを導入し、積

極的に取組を行っておりますが、市内において更なる温室効果ガスの削減を推進す

るためには、各家庭や事業所等、市民の方の協力が必要不可欠になります。 

平成 13 年度に環境の保全等に関する基本的な事項を定めた「福生市環境基本条

例」の制定を受け、平成 15 年度に環境施策の指針となる「福生市環境基本計画」の

策定に先立ち、公募により集まった 44 名の市民の方が主体となり、環境基本計画の

礎となる「市民プラン」が作成されました。 

令和５年度、環境基本計画の20年の計画期間が終了することから、令和４・５年度

の２か年で改定作業を行うにあたり、市民アンケートの実施や新たな市民会議の立ち

上げ等、現行計画策定当時に立ち返り、市民の方との協働により、地域から環境負

荷低減、温室効果ガス削減を図り、地球温暖化対策を進めていけるよう、有益な計画

づくりを行っていきます。 

本書は、上記のように市民とともに策定した環境基本計画に基づく、環境施策の現

状と取組や数字から見る福生市の環境状況についてまとめた報告書です。この報告

書が環境に対する理解と関心を深め、課題解決のきっかけになれば幸いです。 

 

 

令和４年 12 月 

福生市生活環境部環境政策課 
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